


70 年の歩みに感謝

                                                ＮＰＯ法人山梨県スキー連盟      

                                                   会 長    林 野    旻

本日ここに、スキーを愛する多くの皆様と共に、本連盟設立 70 周年記念式典を開催で

きることを大変うれしく思います。

思い起こせば、戦後間もない昭和 21 年、大沢伊三郎初代会長のもとに、県下 12 のスキー

クラブが、「スキー技術の向上と普及振興を目指す」を目的に集結しました。

当時は、戦後復興に手が付いたばかりで、衣食住、何一つ満たされることのないそんな

時に、スキー界の将来に大きな希望を見出した先輩諸兄の志に敬服するばかりです。

昭和から平成の時代にかけて、本連盟の強い要請活動と関係者のご尽力により、富士山

と八ヶ岳、御坂に、本格的な大会や練習ができるスキー場が整備されました。

そこには、地元のジュニアチームの選手が元気よく滑走する姿があります。

創設期の先輩達が想像した世界が日常的に行われるようになりました。

選手強化、各種大会を県内スキー場でより多く開催できることにより、競技力・技術力

が向上しました。アルペン、ノルディック、スノーボードの全国大会やアジア大会、国体

で入賞し、多くの実績を残していることは皆さんご承知のとおりです。

今日まで、本連盟の活動に深いご理解とご支援をいただいたすべての関係者に心より感

謝申し上げます。

本日は、70 周年記念式典に当たり、多大なご支援をいただいた方々に対し、連盟として

日頃からの御礼の意をこめて感謝状を贈呈させていただきます。

また、スキー技術の向上や各種大会で活躍したスキーアスリートの皆さんを優秀選手と

して表彰させていただきます。

ここに改めて感謝状、優秀選手賞を受賞された皆様方に敬意を表すとともに、これから

も、本連盟の発展にご理解とご協力をお願い申し上げます。

本連盟は、今日 70 周年記念日を通過いたしました。スキーを取り巻く社会環境は大き

く変化し続けています。一つひとつ問題を乗り越えて、10 年後その次の 10 年後を目指し、

スキーに関係するすべての皆さんのご協力をいただいて歩みつづけることをお誓い申し上

げ挨拶とします。



祝  辞

 

                                              

                                              公益財団法人全日本スキー連盟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         会 長　　北 野　貴 裕

　

特定非営利活動法人山梨県スキー連盟が創立 70 周年を迎えられましたことを心よりお

祝い申し上げます。貴連盟は昭和 21 年 11 月に創設されて以来、全日本スキー連盟の活動

に多大なる貢献と実績をあげられました。関係各位のご尽力に、全日本スキー連盟を代表

して敬意を表するところであります。

物資が乏しく生活環境の厳しい終戦直後の設立には、大変なご苦労があったと推察され

ます。以来 70 年もの長きにわたり幾多の困難を乗り越えてスノースポーツの普及・発展

に努力され、多くのスキーヤーを育成されてきました。その中には、オリンピックに出場

を果たした選手も輩出しております。これもひとえに貴連盟のご努力の賜物と深く感謝す

る次第です。

全日本スキー連盟は、今後もスノースポーツの普及振興を通して広く国民の健康、体力

の向上をはかり、併せてオリンピック、世界選手権大会、ワールドカップなど国際大会で

活躍する競技者の育成・強化に努力する所存です。

特定非営利活動法人山梨県スキー連盟におかれましても、70 周年というこの記念すべき

年をひとつの節目として、ますます発展されますことを祈念するとともに、関係各位のご

活躍を願ってお祝いの言葉といたします。



創立７０周年を祝して

                    　　　

　　　　　　　　　　　　                       　公益財団法人山梨県体育協会

         　　　　　   　　                          会 長  　後 藤　　 斎

　

特定非営利活動法人山梨県スキー連盟が、創立 70 周年を迎えられますことを心からお

祝い申し上げるとともに、貴連盟の輝かしい足跡と諸先輩の御功績をまとめた記念誌が発

刊されますことを心からお喜び申し上げます。

貴連盟におかれましては、雪が少なく、スキー場も少ない山梨県において、「県内スキー

場の開発」「スキー人口の減少」「スノースポーツの多様化」など幾多の困難に直面しなが

らも昭和 21 年の創立以来 70 年の長きにわたり、スキーをはじめとしたスノースポーツの

普及、振興に御尽力いただき、多くの愛好家を育て、県民の健康及び体力増進に貢献して

いただきました。

また、厳しい環境の中、競技力の向上にも御尽力いただき、多数の選手及び指導者を輩

出していただきました。その成果として、ここ最近の国民体育大会においては、入賞とい

うすばらしい結果を残していただいております。

この場をお借りして、貴連盟をここまで発展させてこられた歴代の役員をはじめとする

関係者の皆様の御努力と御労苦に対しまして、衷心より敬意を表します。

さて、明年に韓国平昌オリンピック・パラリンピックを控え、県民のウィンタースポー

ツへの関心が高まっている中、貴連盟におかれましては、選手の育成強化や指導者養成は

もとより、公益財団法人全日本スキー連盟が掲げている「Ｉ　ＬＯＶＥ　ＳＮＯＷ」のス

ローガンのもと、スポーツとして、あるいはレジャーとして、「雪山からもらった感動をもっ

と多くの人たちに伝える」活動を展開しております。こうした活動により、今後もスキー

をはじめとするスノースポーツのより一層の普及促進を図っていただき、本県のさらなる

スポーツ振興に御尽力いただけることを大きく期待しているところです。

結びに、記念誌の編纂に御尽力された皆様に敬意を表するとともに、日頃よりスポーツ

の普及、発展に御尽力されております関係各位に対し深く感謝を申し上げ、貴連盟がます

ます発展されますことを祈念いたしまして、お祝いのことばといたします。



                        祝    辞

                                                   

                                                 

                                                 山梨県教育委員会　

                                                 教育長   守　屋　　  守

このたび、特定非営利活動法人山梨県スキー連盟が、創立 70 周年の記念すべき年を迎

えられましたことを心からお祝い申し上げます。また、70 年の輝かしい歴史を刻まれた

貴連盟の記念誌が発刊されますことは誠に意義深く、心からお喜び申し上げます。

創立以来、貴連盟が築かれた歴史と伝統は、まさに関係各位の御努力の賜であり、本県

の体育・スポーツの振興と発展に寄与してこられた御労苦に対し、深甚なる敬意を表する

ものであります。

スキーは、元々狩人が獲物を追って雪の山野を移動する手段として発展しましたが、現

在では、多くの人が親しむスポーツ・レジャーとして定着しています。

顧みますと、貴連盟は昭和 21 年の創立以来、県体育祭や各世代大会等、数多くの大会

を主管され、スキー競技の普及・発展に努められました。これらは、指導者の養成、ジュ

ニア競技者の発掘・育成・強化、審判技術の向上など、関係者の方々の献身的な支えによ

るものであり、皆様の多岐にわたる御尽力には甚だ感服するばかりです。

加えて、競技力の向上を目指し、全国大会で活躍する多くの選手、指導者を輩出するな

ど、その業績は枚挙にいとまがありません。県内外で活躍する関係者の燦然と輝く業績に

心から賛辞を送りたいと思います。特に、昨年度北海道にて開催されました第８回札幌冬

季アジア大会において、鈴木湧也選手（南アルプス市）がスノーボード男子回転で銀メダ

ル、神野慎之助選手（北杜市）がスノーボード男子大回転で銅メダルを獲得し、第 72 回

国民体育大会冬季大会では、藤原颯大選手（韮崎市）がアルペン成年で県勢初の表彰台と

いう快挙を成し遂げたことは県民に感動を与え、我々教育関係者にも誇りとなる出来事で

ありました。

終わりに、本誌の編集並びに発刊にあたりまして御尽力された関係各位に深く敬意を表

しますとともに、特定非営利活動法人山梨県スキー連盟の益々の御発展を祈念申し上げ、

祝辞といたします。



          スキー連盟７０周年にあたり

                                                         

                                               

                                                 ＮＰＯ法人山梨県スキー連盟

                                                   前会長  西  室  泰  照

衣食住にもこと欠いた戦後、昭和 21 年末に先輩達のご尽力により創立された、ＮＰＯ

法人山梨県スキー連盟も 70 周年を迎えることとなり、おめでとうございます。

回顧すると、私がスキーを始めたのも昭和 20 年代のなかばで、この年月は、私のスキ

ー人生でもあったと感謝ひとしおです。

この 70 年間には、「かいじ国体」「長野オリンピック」などもあり、スキーの最盛期で、

本連盟に関わった多くの先輩や友人の面影が懐かしく思い出されます。

とりわけ印象深いのは、永く会長を勤められた大森末雄氏 ( 故人 ) で、この先輩の補佐

役を勤められたのは、私の誇りでもありました。

古武士を偲ばせる風貌と人柄、スキー場整備や国体・長野オリンピックの成功にご尽力

された功績は大きく、本連盟史においても顕著であると思います。

いま、本連盟の競技会場として利用されている、八ヶ岳・富士天神山スキー場の整備に

ついては、林野会長ともども県職員として、大森元会長の手足となって参画できたことも

懐かしく思い返されます。

個人的には、雪なし県で開催の「かいじ国体」でのスキー競技会は、北海道倶知安町で

行われ、安藤真由美、高橋春子選手の入賞を果たし、山梨県の総合優勝にも貢献できました。

この国体には、選手強化費などの諸経費も多額となり、大変な業革となりましたが、監事

としての役割を果たし得たかと思っております。

また、長野オリンピック誘致のための韓国ベアタウンスキー場で行われた、長野・新潟

との三県指導員研修会に参加し、片桐匤誘致会副会長 ( 故人 ) への協力も出来たと思い出

の一コマです。

永きにわたり、本連盟役員として常に、常任理事、監事、副会長、会長と勤められたのも、

会員や多くのスキー仲間の力強いご指導、ご協力の賜であったと感謝の念もひとしおです。

法人化を達成され、その 70 周年を契機に、林野会長を中心に更なる発展を遂げること

を念じ、70 周年に寄せることばとします。



ＮＰＯ法人山梨県スキー連盟

  元会長  津  野  正  康

創立７０周年を迎えて

本日ここに、ＮＰＯ法人山梨県スキ－連盟が創立 70 周年を迎えるにあたり、連盟を創

立し、発展させた先人、ご先輩方の多大なる功績に深甚なる敬意と感謝を表し、心からお

祝い申し上げます。

また、本連盟創立 70 周年記念式典並びに創立 70 周年記念誌の発刊が大勢のスキ－関係

者・愛好者のご参加、ご協力を頂き、かくも盛大に行われますことに対し皆様と共に大き

な喜びとする所であります。

本連盟は、昭和 21 年 11 月創設期からスキ－人口が飛躍的に増加した高度経済成長の時

期、昭和から平成の時代になりバブル崩壊を経て経済・景気の動向が依然厳しいなど時代

の大きな変革・変動を経験しながら今日を迎えています。

スキ－界では、昭和 47 年札幌オリンピック、同 61 年かいじ国体開催年の北海道（倶知安）

国体で入賞者２人、平成 10 年長野オリンピックで本連盟から競技役員に多数参加があり

ました。会長をはじめ本連盟関係者の献身的な努力の積み重ねにより、輝かしい歴史が作

られ、今日があることに思いを巡らせ関係各位に敬意を表す所であります。

理事長、会長時代には、岩岳スキ－場でアルペン、ノルディック、技術選手権を大会週

間で開催し大会運営の効率化・一体化に努めました。更に競技スキ－、基礎スキ－ともに

全日本スキ－連盟の資格取得を奨励し、コーチ等指導者の養成、指導力の向上を図り国体・

全日本選手権等に出場する選手のレベルアップ、全日本スキ－連盟等が主催する大会運営

の積極的参加に意を注いで来ました。

近年は地球環境やスキ－人口の変化、スノ－スポ－ツの多種・多様化を迎える中、本連

盟の本来的使命である「健全なスノ－スポ－ツの楽しさや普及・振興並びにスキ－技術や

競技力の向上」に共通意識を持って多様なニ－ズへの対応を支援する所存であります。

結びに、ＮＰＯ法人山梨県スキ－連盟が創立 70 周年を契機に林野会長を中心に益々発

展されますよう心からご祈念申し上げお祝いのことばといたします。



７０周年記念 受賞者一覧（敬称略、順不同）



山梨県スキ－連盟の歴史７０年 

大正 元年 12 月 高田連隊が富士吉田に来た時、山梨に初めてスキ－が紹介された

大正 ９年 ２月 第１回県下スキ－選手権大会が県営富士馬返しスキ－場で開催

昭和 21 年 11 月３日 山梨県スキ－連盟創立。初代会長が大沢伊三郎、加盟団体は甲府スキ－クラブ、ＹＳＫＳクラ 

 ブ、 南嶺会、関東配電山梨支店、甲府管理部スキ－部、甲府税務署スキ－部、山梨県庁スキ－部、 

 

昭和 22 年         第１回県下スキ－競技会が霧ヶ峰スキ－場で開催

         12 月１日 山梨県体育協会に加盟

昭和 23 年　 第３回長野（野沢）国体初参加。藤川二郎、長田進、広瀬不二三、山下豊次、伴野亘、島田忠 

 二、市川忠次、三井格太郎

         ５月 23 日 全日本スキ－連盟に加盟

 第１回体育祭冬季大会スキ－競技会が霧ヶ峰スキ－場で開催

昭和 24 年 １月 本県初のＳＡＪ公認バッヂテストを霧ヶ峰スキ－場で開催

          ２月 山梨県スキ－選手権大会、第１回県下高校対抗スキ－大会が霧ヶ峰スキ－場で開催

昭和 26 年 ２月 第１回県下小中学生スキ－大会が県営籠坂峠スキ－場で開催

昭和 27 年　 船津口登山道二合目にスキ－場発見

昭和 29 年　 第１回山静対抗富士山スキ－大会が開催、第３回大会で山梨総合優勝

昭和 32 年　 県選手権、国体予選等を霧ヶ峰スキ－場から八方尾根スキ－場に変更

昭和 35 年　 第 15 回長野国体、大回転競技で中楯茂子（旧姓大庭）11 位

昭和 38 年　 

昭和 42 年 12 月 国体候補選手強化合宿制度の導入

昭和 45 年 県選手権、国体予選等を八方尾根スキ－場から岩岳スキ－場に変更（昭和 45 ～ 46 年）

 県選手権大会に滑降競技を導入

昭和 47 年 県選手権、国体予選等を岩岳スキ－場から八方尾根スキ－場に変更（昭和 47 ～ 53 年）

          ２月 第 11 回冬季オリンピック札幌大会が開催

昭和 48 年　 予選会等で男女同じコ－ス、ジュニア部の大会の実施

昭和 52 年 12 月 ジュニア選手への強化育成を図るため強化候補選手の合宿制度導入

昭和 53 年 １月 第 41 回「かいじ国体」選手強化基本計画を策定、ジュニア、高校生、成年選手の強化

         12 月 第 41 回「かいじ国体」第一次強化計画の実施

昭和 54 年　 県選手権、国体予選等を八方尾根スキ－場から岩岳スキ－場に変更（昭和 54 ～平成 14 年）

昭和 56 年 12 月 第 41 回「かいじ国体」第二次強化計画の実施

昭和 59 年 12 月 第 41 回「かいじ国体」第三次強化計画の実施（候補選手 43 名指定）

昭和 60 年　 第 40 回群馬国体、安藤真由美（距離成年１部）６位入賞、本県スキ－史上初の入賞

昭和 61 年　 第 41 回北海道（倶知安町）国体、安藤真由美（距離成年１部）連続６位入賞

 高橋春子（大回転成年２部）７位入賞、アルペンで本県初の入賞

昭和 62 年　 第 42 回長野国体、丸登康男（スペシャルジャンプ成年２部）６位入賞、

 安藤真由美（距離成年１部）９位

昭和 63 年  県選手権大会の滑降が、ス－パ－大回転に種目変更

 第 43 回岩手国体、丸登康男（スペシャルジャンプ成年２部）10 位

　　　　 第 18 回冬季オリンピック長野招致に向けて、国内立候補都市（長野、盛岡、山形、 旭川）の一 

 本化で、大森会長のもと連盟も長野を支援。ＪＯＣは６月１日国内候補地を長野に決定

平成３年  第 46 回新潟国体、丸登康男（スペシャルジャンプ成年Ｃ）３位入賞

平成４ 年  第 47 回山形国体、丸登康男（スペシャルジャンプ成年Ｃ）６位入賞

平成５ 年  第 48 回鳥取国体、丸登康男（スペシャルジャンプ成年Ｃ）４位入賞

平成６ 年  第 49 宮城国体、丸登康男（スペシャルジャンプ成年Ｃ）   ５位入賞

平成７年 新潟県妙高高原杉之原スキ－場でリ－ゼンスラロ－ム大会を開催（～８年）

平成８年 第 51 回岐阜国体、丸登康男（スペシャルジャンプ成年Ｃ）５位入賞



平成９年 競技本部にスノーボード部新設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成 10 年 ２月 第 18 回冬季オリンピック長野大会が開催、県連盟も競技役員で多数参加

 山梨県スキ－連盟創立 50 周年記念式典、ＯＢ会設立

平成 11 年 「山梨県スキ－週間」検討委員会で「県内スキ－場」での大会開催を検討

平成 12 年 文

平成 13 年 ４月 「映画会事業検討委員会」を設置

          12 月 「映画会事業」は第 46 回「スキ－講演と映画の夕べ」をもって終了

平成 15 年 １月 県選手権、国体予選等を岩岳スキ－場から「大泉清里スキ－場」に変更

平成 16 年 10 月 「特定非営利活動法人山梨県スキ－連盟」法人として再出発

平成 17 年 第 60 回岩手国体、小川壮太（ノルディック成年Ｂ）８位入賞、

                  工藤直樹（ノルディック成年Ｃ）９位

平成 18 年 第 61 回群馬国体、工藤直樹（ノルディック成年Ｃ）９位

平成 19 年 計測器（セイコ－タイムマシンＣＴ－ 400）を購入、成績処理等の迅速化

平成 24 年 第 67 回岐阜国体、藤原颯大（大回転少年）２位入賞

平成 25 年 第 68 回秋田国体、藤原颯大（大回転少年）２位入賞

平成 27 年 第１回山梨オ－プン大会が開催、ネット、携帯からできるデジエントリ－がスタ－ト

平成 29 年 第 72 回長野国体、藤原颯大（大回転成年Ａ）３位入賞

 冬季アジア札幌大会、鈴木　湧也（スノ－ボ－ド回転）　２位入賞

　　　　　　　　 神野慎之助（スノ－ボ－ド大回転）３位入賞

 ＳＡＪ公認スキ－指導員・スキ－Ａ級検定員・スノ－ボ－ド指導員検定会をサンメドウズ清里  

 スキ－場で開催、山梨県で開催した最初の指導員等検定会。

 山梨県スキ－連盟創立 70 周年記念式典、記念誌発刊　　　

（出典：山梨県体育史Ⅰ巻～Ⅲ巻、山梨日日新聞、山梨県の百年、郡内の１００年、ＳＡＪスキ－年鑑）  

              長野オリンピック招致活動の回想録
　　　　　                                                          ＮＰＯ法人山梨県スキ－連盟

                                                                           元会長 津 野 正 康

① 1984 年甲信越ブロック第１回長野オリンピック招致委員会が長野県上山田で開催。山梨県から掛本副会長 (故

人 )と津野が出席。甲信越ブロックから日本全体に長野招致活動を広げることを決議。

② 後に長野県スキ－連盟郷津副会長 (故人 ) より政界に話ができる人はいないかと個人的に依頼され、当時の県

連会長大森末雄氏 (故人 )と富士吉田市で会談、全面的に協力することで一致。

③ ４月全日本スキ－連盟評議員会で郷津副会長から、６月に山梨県の政界関係者と長野県との会談を依頼された。

東京で長野県から長野オリンピック招致委員会の吉村県知事、片桐長野県スキ－連盟会長 (故人 )など 14 名、

山梨県から大森会長と津野が出席。今回のオリンピックが長野に決定するように支援協力を要請。

④ 1988 年５月 30 日ＳＡＪ理事会を経て、６月１日ＪＯＣ総会で国内候補地が長野に一本化決定。

⑤ 1991 年６月 15 日（現地時間）塩島澄博ＳＡＪ常務理事から連絡あり、英国・バ－ミンガムＩＯＣ総会で第 18

回オリンピック、1998 パラリンピックが日本と決定。

⑥ 1998 年第 18 回長野オリンピックの開会式の特別招待券２枚を大森会長ご夫妻に届ける。

   本連盟からは甲信越ブロックで役員として参列。62番ゲ－トから入場し真正面から開会式を見学、すばらしかっ

た。長野県民の苦労が報われたと思いよろこんでいます。





Ⅰ　創設期（名称等は当時、現在は閉鎖）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）乙女高原スキ－場

昭和 26 年１月東山梨郡西保村北原に山梨で第一号の「競技

大会ができるスキ－場」としてオ－プン。当地は昭和 27 年「乙

女高原」と命名、標高は最上部が 1760 ｍ。

山梨日日新聞（昭和 27 年２月 14 日）に「東山梨郡体育祭冬

季大会で真価を認められた。積雪 130 ｃｍ粉雪、雪質スロ－プ

とも上々で霧ヶ峰に匹敵。傾斜最高 32 度、平均 12 度の頗る変

化に富む同スキ－場の進出は交通の開発が先決。西保までバス、

徒歩４時間」と掲載。西保青年団員等による下草刈りが 50 年

間続けられスキ－場が保全。東山梨郡（昭和 27 年第１回）、峡

東選手権（昭和 34 年第７回）、牧丘町民（昭和 55 年第８回）、

県下中学校等のスキ－大会が開催された。昭和 50 年１月に県

内初の簡易リフト（Ｔバ－リフトと呼ばれ長さ 150 ｍ）が設置、

昭和 53 年牧丘町乙女高原グリ－ンロッジが開設。平成 12 年３

月までスキ－場として存在した。

（２）甘利山スキ－場

登山家山寺巌氏が小林三郎氏と共に、韮崎市の甘利山（1731

ｍ、山梨百名山）の中腹をスキ－場として開拓。甘利山では大

正時代からスキ－が行われ、交通不便でも近隣では唯一のスキ

－場で、汁垂ヒュッテなど利用し多くのスキ－ヤ－が訪れた。

昭和 31 年に第１回県下甘利山スキ－大会（昭和 39 年に第７

回）が開催。山梨日日新聞（昭和 34 年１月 30 日）に「第４回

甘利山スキ－選手権大会が２月 15 日に回転、大回転、長距離

競技の３種目で開催。午前４時までに韮崎駅に集合すればバス

輸送の便がある」と掲載。スキ－場は昭和 40 年代頃まで賑わっ

た。

（３）籠坂峠スキ－場

山梨・静岡県境手前の籠坂峠（1104 ｍ）で、西側に県営籠坂

峠スキ－場（リフトなし）があった。また、東側に富士急マウ

ント富士スキ－場が開設されリフト、人工降雪機付きであった。

県営籠坂峠スキ－場では、小中学生スキ－大会等が開催され

た。山梨日日新聞（昭和 26 年２月 19 日）に「２月 18 日、第１

回県下小中学生スキ－大会が開会され、1000 ｍ滑降、400 ｍ回転、

４キロレ－スが行われた」と掲載。

（４）富士二合目スキ－場

昭和 27 年、船津口登山道二合目にスキ－場を発見、富士急行

と連携してバスの運行を確保。

昭和 29 年３月に、第１回山静対抗富士山スキ－大会が開催、山梨は第３回に総合優勝した。昭和 31 年１

月に第 10 回県選手権大会、昭和 31 年～同 33 年に県体育祭スキ－競技（第９回～ 11 回）、昭和 37 年１月に

第 14 回県高校総体スキ－競技等が開催されたが、以降は降雪量が少なく休止状態になり閉鎖。吉田口登山

道には県営富士馬返しスキ－場（昭和９年２月に第１回県下スキ－選手権大会開催）等があった。

県内スキ－場の歴史

大会風景 乙女高原スキー場 ( 清水甲子雄氏提供 )



県内スキ－場の歴史

（５）県営八ヶ岳スキ－場

昭和 26 年から県営美し森スキ－場が開発され、後に拡張さ

れ県営八ヶ岳スキ－場となった。交通の便は甲府からバスか鉄

道で小海線清里駅下車、清泉寮か清里駅付近の宿舎等を利用、

県下中学校スキ－大会等が開催された。山梨日日新聞（昭和

34 年２月 13 日）に「第九回県下中学校総体スキ－競技大会は

14 日に八ヶ岳山麓美し森第二スキ－場で開催。大回転、回転

競技のコ－スは全長 300 ｍの第二ゲレンデ、距離には４k コー

スが設けられる」と掲載。昭和 39 年１月に県高校総体スキ－

競技、同 40 年２月に県体育祭スキ－競技が開催。

また、山梨日日新聞（昭和 40 年１月 11 日）に「４つのゲレ

ンデが滑走可能。バス 20 台収容の駐車場が完成、清里駅と美

し森スキ－場間のマイクロバス運行開始、甲府からスキ－場へ

の直通バス運行も検討。現地には山交のロ－プトウ（150 ｍ）

も設置、県営八ヶ岳ロッジ、高根荘等の受け入れもＯＫ」と掲載。

昭和 50 年Ｔバ－リフト、昭和 56 年Ｔバ－リフトに替わりロ

－プ塔を設置。県営八ヶ岳スキ－場整備計画により拡張整備し、

平成２年 12 月キッツメドウズ大泉清里スキ－場の開設が実現

した。

Ⅱ 現代のスキ－場（名称、役職はオ－プン当時）

（１）現代の「県内スキ－場」開設の経緯

   創設期の県内のスキ－場には、リフトや休憩施設が無かった。

  また、スキ－人口の増加や技術の向上が図られる中、スキ－の

普及発展のため県内での大会開催や選手強化ができるスキ－場

開設は是非とも必要であった。そこで本連盟が中心となり、本

格的な「県内スキ－場」の開設を県当局に要望してきた。

昭和 52 年 10 月 県営八ヶ岳スキ－場開発について県議会に要請

昭和 60 年 ６月 県内スキ－場早期実現について、大森末雄会長 

 が知事に陳情。

          ７月 県庁内に適地調査プロジェクトチ－ムを設置、 

 鳴沢村（富士北麓）と大泉村（八ヶ岳南麓） 

 地内の県有林を候補地

昭和 61 年 ２月 富士北麓については民活により開発を決定

          ３月 八ヶ岳南麓についても、基本構想がまとまる

昭和 61 年 12 月 「富士天神山スキ－場」オ－プン

昭和 63 年 12 月 「御坂スキ－場」オ－プン

平成 ２年 12 月 「大泉清里スキ－場」オ－プン



（２）富士天神山スキ－場

大森末雄会長のもと県スキ－連盟の熱意が実り、南都

留郡鳴沢村に昭和 61 年 12 月本格的スキ－場としてオ－

プン。標高は最上部 1485 ｍ、最下部 1285 ｍ。平成 12 年

にふじてんスノ－リゾ－トに名称変更。平成 25年７月に、

サマ－シ－ズンにもスキーやスノーボードで滑ることが

できるサマ－ゲレンデを開始。

教育本部の指導者研修会等が開催され、県内外の指導

者及び検定等の受験者養成を支援。また、スキ－教室や「ふ

じてんチャレンジカップ」大会等でジュニアの選手育成

を目指す。

（３）御坂スキ－場

笛吹市御坂町上黒駒に昭和 63 年 12 月本格的スキー場

としてオープン。平成元年に第２リフト・翌年に第３リ

フトを新設。平成３年に造雪機を導入し近隣では最も早

い 11 月下旬にシーズンインした（現在は 12 月）。標高は

最上部 1050 ｍ、最下部約 850 ｍ。平成 10 年にカムイみ

さかスキー場に名称変更。

平成７年に造雪機を使用した全長 250 ｍの室内ゲレン

デをオープン。その後、平成 12 年にハーフパイプ専用の

ゲレンデに変更しシーズンオフでも本格的に練習できる

ため全国からスノーボーダーが集まる。定期的にスノー

ボードの強化練習なども行われている。また、スキー教

室などの開催が盛んで基礎スキーの普及・発展を支援。

（４）キッツメドウズ大泉清里スキ－場

山梨県は昭和 61 年「県営八ヶ岳スキ－場整備検討委員

会」を設置。八ヶ岳国定公園内で様々な課題がある中で、

大森末雄会長をはじめ県スキ－連盟関係者の熱意が実り、

北杜市大泉町に平成２年 12 月本格的スキ－場としてオ－

プン。標高は最上部 1900 ｍ、最下部約 1600 ｍ。平成 14

年サンメドウズ清里スキー場に名称変更。

国体予選等のアルペン大会、教育本部のスキ－技術選

大会、研修会・検定会等が開催され、県内外の指導者及

び検定等の受験者養成を支援。

平成 12 年２月本連盟主管、文部・厚生両省等後援「全

国ろうあ者冬季体育大会」、平成 29 年２月ＳＡＪ公認ス

キー指導員・Ａ級検定員・スノ－ボ－ド指導員の検定会

を山梨県では初めて開催。

（

県内スキ－場の歴史



( １) 強化の経緯
第 41 回国民体育大会（かいじ国体）は、冬季大会スキ－競技が施設の関係で唯一北海道（倶知安町）ニセコスキ－場で開催。国体開催県

として初めての総合優勝を目指す山梨県の強化対策本部の方針を受け、水上暉彦が主任強化コ－チに就任、５年にわたるコーチ陣の陣頭指揮。
成年女子の距離競技（個人とリレ－）及び大回転競技で皇后杯入賞を目標に強化方針を策定。強化指定校制度、体力強化、雪上強化合宿、

交流試合、甲信越ブロックの支援等による強化計画の作成。
（２）大回転競技　

昭和 58 年 11 月中旬～ 12 月上旬に男子１名女子２名、同 59 年に女子３名、同 60 年に女子１名がヨ－ロッパ遠征実施。女子は、入賞の可
能性が大きいと判断、成年２部で入賞を目指す。
（３）距離競技

昭和 52 年度から高校生を中心に選手の育成強化、同 58 年度から入賞の可能性のある種目の選定と強化計画の作成。専任コ－チに千葉弘
子氏を迎え、選手の指導、強化合宿、交流試合などで成果が挙がる。第 40 回群馬国体の成年１部で安藤真由美が６位入賞、本県スキ－史上
で初の快挙。少年は、強化指定校制度で須玉商業高校を指定、強化を図り女子リレ－の入賞を目標に掲げる。　　　　
(４)国体の成績

距離競技成年１部で安藤真由美が２年連続６位入賞、大回転競技成年２部で高橋春子が７位入賞はアルペン史上で初の快挙。大回転競
技成年３部で星勝美 11 位（男子アルペン史上で最高位）、距離競技成年１部で奥田やなぎと女子リレ－で 12 位、成年３部で宮下久が 15 位、
成年２部で広瀬増美が 16 位など入賞にあと一歩届かなかったが、大健闘の成績を挙げた。

皇后杯８位入賞こそ達成できなかったが、会長以下役員・選手が一丸となって入賞を目指し頑張ってきた結果である。
（出典：山梨県体育史第Ⅱ巻、かいじ国体限りなき前進）
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あきた鹿角国体 ( 清水甲子雄氏提供 ) 長野銀嶺国体 (高野大輔氏提供 )



国  体

昭和 60 年　40 回群馬（片品） 距離競技成年１部 安藤真由美　６位

昭和 61 年　41 回北海道（倶知安） 距離競技成年１部 安藤真由美　６位

 大回転競技成年２部 高橋　春子　７位

平成 17 年　60 回岩手（安代） 距離競技成年Ｂ   小川  壮太　８位

平成 24 年　67 回岐阜（高山） 大回転競技少年 藤原　颯大　２位

平成 25 年　68 回秋田（鹿角） 大回転競技少年 藤原　颯大　２位

平成 29 年　72 回長野（白馬） 大回転競技成年Ａ 藤原　颯大　３位

オリンピック ･ パラリンピック

平成 14 年　第 19 回ソルトレイクシティ－オリンピック フリ－スタイルエアリアル　辺見　佳代　代表

平成 18 年　第 20 回トリノオリンピック             フリ－スタイルエアリアル 辺見　佳代　21 位

平成 18 年  第 20 回トリノパラリンピック           ジャイアントスラローム 長谷川順一  14 位

世界選手権

平成 16 年  チェアスキー世界選手権     スーパー大回転 長谷川順一  ３位

平成 16 年  チェアスキー世界選手権     大回転 長谷川順一  ３位

平成 16 年  チェアスキー世界選手権     回転 長谷川順一  ５位

アジア大会

平成 29 年  第８回冬季アジア札幌大会スノ－ボ－ド回転 鈴木  湧也  ２位

                                               大回転 神野慎之助　３位

ワ－ルドカップ

平成 18 年  ワ－ルドカップ富良野大会（スノ－ボ－ドハ－フパイプ） 石原　崇裕　２位

全日本選手権大会

平成 11 年　第 19 回全日本選手権 （フリ－スタイルエアリアル） 辺見　佳代　優勝

平成 13 年　第 21 回全日本選手権 （フリ－スタイルエアリアル） 辺見　佳代　優勝

平成 15 年　第 ９ 回全日本選手権 （スノ－ボ－ドハーフパイプ） 石原　崇裕　２位

平成 16 年　第 24 回全日本選手権 （フリ－スタイルエアリアル） 辺見　佳代　優勝

平成 17 年　第 25 回全日本選手権 （フリ－スタイルエアリアル） 辺見　佳代　優勝

平成 18 年　第 26 回全日本選手権 （フリ－スタイルエアリアル） 辺見　佳代　優勝

平成 19 年　第 27 回全日本選手権 （フリ－スタイルエアリアル） 辺見　佳代　優勝

平成 19 年　第 13 回全日本選手権 （スノ－ボ－ドハーフパイプ） 石原　崇裕　優勝

平成 20 年　第 28 回全日本選手権 （フリ－スタイルエアリアル） 辺見　佳代　優勝

平成 21 年　第 29 回全日本選手権 （フリ－スタイルエアリアル） 辺見　佳代　優勝

平成 22 年　第 30 回全日本選手権 （フリ－スタイルエアリアル） 辺見　佳代　優勝

平成 23 年　第 31 回全日本選手権 （フリ－スタイルエアリアル） 辺見　佳代　優勝

全日本スノーボード技術選手権大会

平成 20 年　第５回全日本スノ－ボ－ド技術選手権（アルペン）  坂本　栄樹　３位

平成 28 年　第 13 回全日本スノ－ボ－ド技術選手権（フリ－スタイル） 内田    塁　優勝

平成 29 年　第 14 回全日本スノーボード技術選手権（フリ－スタイル） 内田    塁  ３位







  スキ－連盟推薦、（　）は推薦団体でスキ－関係者、国体１０回出場者 

昭和 25 年 大沢 伊三郎（山岳）  平成  元年 小屋  忠靖 

 32 年 藤川 　二郎 ２年 遠藤  信政 

 33 年 長田 　　進 ３年 樋口  一彦 

 36 年 山下　 豊次 ４年 馬場  福治 

 37 年 山寺　　 巌 ５年 大森  末雄 

 38 年 広瀬 不二三 ６年 武藤  猛夫  平成６年 三村  永治

 40 年 松山　 熊雄   白須  　中  

 41 年 （故）佐々  武彦 ９年 小林  完二     ９年 丸山  尚美

 46 年 白倉     久 10 年 山田  敏男     10年 廣瀬  本男

 50 年 （故）秋山　英二 11 年 井出  澄男 

 54 年 小佐野 和夫 12 年 林野    旻 

 55 年 掛本　 芳成 13 年 跡部  義幸 

 57 年 土屋　 　學 14 年 山田  正賢    14 年 山本  浩史

 58 年 小林　 昭二 15 年 丸山  和彦  富岡  俊士

 59 年 古屋　 学而 17 年 秋山  隆信 

 60 年 石原　 玲二 20 年 川島　  悠

 62 年 津野　 正康 21 年 利根川 一幸    21 年 有賀  章二 

      22 年 利根川 寅雄 

      23 年 清水 甲子雄 

              渡辺    進（富士吉田） 

      24 年 佐伯  正道 

      25 年 守屋  裕史    25 年

      26 年 奥脇  清治    

      27 年 小佐野 真二  
 

      28 年 広瀬  敏夫

野村  正道
山腰  洋樹

26 年   広瀬  文吾



SAJ30 承認第 00035 号

SAJ30 承認第 00036 号

SAJ30 承認第 00037 号

SAJ30 承認第 00038 号



SAJ30 承認第 00040 号

SAJ30 承認第 00039 号

SAJ30 承認第 00042 号

SAJ30 承認第 00041 号





全日本スノーボード技術選手権大会 決勝進出以上出場者一覧 ( 過去 10年 )



 １ ＲＦＫスキ－クラブ

 ２ アトムスキ－クラブ

 ３ 大泉スキ－クラブ

 ４ 大月スキ－クラブ

 ５ 雁坂スキ－クラブ

 ６ 河口湖スキ－クラブ

 ７ サンメドウズスキ－クラブ

 ８ 峡東スキ－クラブ

 ９ 清里スキ－クラブ

１０ ＣＬＵＢ　ＨＡＲＯ

１１ 甲府パラレルスキ－クラブ

１２ こまくさスキ－クラブ

１３ サンライズスキ－クラブ

１４ ジャポップ

１５ スキ－チ－ム  ゼロ

１６ スノ－ペッカ－ズ

１７ ツゥモロ－スキ－クラブ

１８ 都留スキ－クラブ

１９ ＴＥＡＭ　Ｍｔ．

２０ 南稜スキ－クラブ

２１ 韮崎スキ－クラブ

２２ ひまわりスキ－クラブ

２３ ふじてんスノ－リゾ－トスキ－クラブ

２４ 富士吉田スキ－連盟

２５ ＨＯＴ　ＳＨＯＴ

２６ ホワイトエンジェルスキ－クラブ

２７ 御坂スキ－クラブ

２８ 山中湖スキ－クラブ

２９ 山梨県庁スキ－クラブ

３０ ラビッツスキ－クラブ

３１ レ－シングスキ－チ－ムふじ

３２ パノラマスノ－アカデミ－ＳＣ　

３３ 山梨スキ－技術研究室

３４ Ｅ   組

３５ 甲府スノ－スキ－クラブ

３６ 白寿生科学研究所

３７ 山梨県小中体連スキ－専門部

３８ 山梨県高体連スキ－専門部

所 属 団 体  （平成２９．７．２３現在）



編 集 後 記
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